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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第100期

第３四半期
連結累計期間

第101期
第３四半期
連結累計期間

第100期

会計期間
自 平成23年12月１日
至 平成24年８月31日

自 平成24年12月１日
至 平成25年８月31日

自 平成23年12月１日
至 平成24年11月30日

売上高 (百万円) 64,233 64,338 84,083

経常利益 (百万円) 11,088 9,883 13,695

四半期(当期)純利益 (百万円) 5,777 5,797 7,138

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 6,971 16,516 8,618

純資産額 (百万円) 69,823 84,598 71,471

総資産額 (百万円) 119,119 130,763 121,689

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 60.84 61.05 75.16

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 57.79 55.70 70.67

自己資本比率 (％) 53.0 58.6 53.0

　

回次
第100期

第３四半期
連結会計期間

第101期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年６月１日
至 平成24年８月31日

自 平成25年６月１日
至 平成25年８月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 19.95 26.34

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。
　

(１) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、中国やアジアの新興国では減速感を伴いつつも成長

を維持し、米国では堅調な個人消費に支えられ回復傾向を持続しました。欧州は引き続き停滞感が払拭

できない状態が続きました。国内においては円高是正の進行とともに企業業績の改善への期待は高まり

つつあり、消費、生産動向にも持ち直しの動きが見られました。

当精密機械工具業界においては、海外での需要は底堅く推移し、国内需要も回復基調にありますが、

確かな回復感を得るまでには至っておりません。

当社グループにおいても、現地通貨ベースでの売上高は、米国及びインド、タイ等一部地域を除いて

国内外ともに減少しましたが、円貨ベースでの売上高は、為替変動による換算の影響により増加しまし

た。海外売上高比率は日本地域の減少及び為替換算の影響等により53.8％（前年同期は47.8％）と増加

しました。需要の減少に伴う国内外の製造部門の稼働率の低下により、営業利益は前年同期と比較して

減少しました。

以上の結果、売上高は643億３千８百万円（前年同期比0.2％増）、営業利益は89億４千４百万円（前

年同期比21.0％減）、経常利益は98億８千３百万円（前年同期比10.9％減）、四半期純利益は57億９千

７百万円（前年同期比0.3％増）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりです。

　
①日本

売上高は405億３千５百万円（前年同期比10.0％減）、営業利益は46億８千２百万円（前年同期比

26.8％減）となりました。

主要ユーザーである自動車関連産業の生産動向に回復の兆しが見られますが、市況は総じて低調に推

移しました。主力製品のタップをはじめ、超硬ドリル、ハイスドリル、ハイスエンドミル、転造工具等

の減少により売上高、営業利益ともに前年同期と比較して減少しました。
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②米州

売上高は119億２千７百万円（前年同期比16.4％増）、営業利益は11億３千８百万円（前年同期比

2.4％減）となりました。

主要市場の北米での自動車関連産業をはじめとした主要ユーザーでの生産の増加により北米での市況

は堅調に推移しました。超硬エンドミル等の増加により、売上高は前年同期と比較して増加しました。

しかしながら、営業利益はブラジルでの業績低迷の影響等により前年同期と比較して減少しました。

　
③欧州

売上高は57億３千万円（前年同期比13.2％増）、営業利益は５億７千９百万円（前年同期比11.7％

減）となりました。

金融不安は沈静化したものの自動車や風力発電産業、建設機械等の景況の低下により市況は低調に推

移しました。主要国を中心に需要は回復基調にありますが、北欧での低迷等もあり、欧州全体としては

低調な結果となりました。売上高は為替換算の影響で前年同期と比較して増加したものの、主力製品の

タップ等の減少により外貨ベースでは、売上高、営業利益ともに前年同期と比較して減少しました。

　
④アジア

売上高は173億６千１百万円（前年同期比8.7％増）、営業利益は31億５千５百万円（前年同期比

8.7％減）となりました。

景況は地域的な強弱が色濃く中国、韓国、台湾、シンガポールでは主力製品のタップ等の売上高の減

少等により業績は低下しました。一方でタイ、インドでは超硬ドリル等の増加により堅調に推移しまし

た。アジアセグメント全体では為替換算の影響もあり、売上高は前年同期と比較して増加しましたが、

営業利益は相対的に規模の大きい韓国、台湾等の業績低下により減少しました。

　
(２) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金等が減少しましたが、受取手形及び売

掛金、商品及び製品、機械装置及び運搬具（純額）、投資有価証券等が増加したことにより、前連結会

計年度末（以下、「前期末」という）と比較して90億７千３百万円増加し、1,307億６千３百万円とな

りました。

一方、負債は長期借入金等が減少したことにより、前期末と比較して40億５千４百万円減少し、461

億６千４百万円となりました。

また、純資産は利益剰余金、為替換算調整勘定等が増加したことにより、前期末と比較して131億２

千７百万円増加し、845億９千８百万円となりました。この結果、自己資本比率は58.6％（前期末は

53.0％）となりました。

　
(３) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。
　

(４) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は９億９百万円です。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年10月11日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 98,955,226 98,955,226

東京証券取引所
（市場第一部）
名古屋証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 98,955,226 98,955,226 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成25年６月１日～
平成25年８月31日

― 98,955,226 ― 10,404 ― 12,051

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年５月31日)に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

3,991,600
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

94,836,400
948,364 ―

単元未満株式
普通株式

127,226
― ―

発行済株式総数 98,955,226 ― ―

総株主の議決権 ― 948,364 ―

(注) 「完全議決権株式(その他)」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,600株(議決権の数36個)含

まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
オーエスジー（株）

愛知県豊川市本野ヶ原
三丁目22番地

3,991,600 ― 3,991,600 4.03

計 ― 3,991,600 ― 3,991,600 4.03

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

オーエスジー株式会社(E01377)

四半期報告書

 6/18



第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。
　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年６月１

日から平成25年８月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年12月１日から平成25年８月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けており

ます。

　

EDINET提出書類

オーエスジー株式会社(E01377)

四半期報告書

 7/18



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,036 19,514

受取手形及び売掛金
※２ 16,570 ※２ 18,513

有価証券 0 2

商品及び製品 13,772 16,345

仕掛品 3,545 3,898

原材料及び貯蔵品 5,335 5,958

その他 3,773 3,858

貸倒引当金 △182 △211

流動資産合計 63,852 67,880

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,339 15,323

機械装置及び運搬具（純額） 18,328 20,867

土地 11,960 12,844

その他（純額） 3,384 3,275

有形固定資産合計 48,013 52,311

無形固定資産

のれん 309 265

その他 1,968 1,592

無形固定資産合計 2,277 1,858

投資その他の資産

投資有価証券 3,397 5,163

その他 4,393 3,820

貸倒引当金 △244 △270

投資その他の資産合計 7,546 8,713

固定資産合計 57,837 62,882

資産合計 121,689 130,763

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※２ 3,686 ※２ 3,605

短期借入金 4,755 3,688

1年内返済予定の長期借入金 3,585 6,496

未払法人税等 1,599 1,325

賞与引当金 206 1,228

役員賞与引当金 370 259

その他 7,240 5,711

流動負債合計 21,443 22,316
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

固定負債

転換社債型新株予約権付社債 15,000 15,000

長期借入金 10,942 5,364

退職給付引当金 290 383

役員退職慰労引当金 51 53

その他 2,489 3,046

固定負債合計 28,774 23,847

負債合計 50,218 46,164

純資産の部

株主資本

資本金 10,404 10,404

資本剰余金 14,197 14,197

利益剰余金 55,130 58,744

自己株式 △4,831 △4,835

株主資本合計 74,901 78,510

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 482 1,351

繰延ヘッジ損益 1 －

為替換算調整勘定 △10,903 △3,240

その他の包括利益累計額合計 △10,419 △1,888

少数株主持分 6,989 7,976

純資産合計 71,471 84,598

負債純資産合計 121,689 130,763
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
　至 平成25年８月31日)

売上高 64,233 64,338

売上原価 37,411 38,652

売上総利益 26,821 25,686

販売費及び一般管理費 15,495 16,742

営業利益 11,326 8,944

営業外収益

受取利息 137 110

受取配当金 58 59

為替差益 50 1,173

その他 451 437

営業外収益合計 698 1,780

営業外費用

支払利息 305 267

売上割引 459 398

社債発行費 22 －

その他 148 176

営業外費用合計 936 841

経常利益 11,088 9,883

特別利益

固定資産売却益 13 87

助成金収入 117 －

その他 0 0

特別利益合計 131 88

特別損失

固定資産売却損 0 －

投資有価証券評価損 4 －

会員権評価損 4 6

その他 0 0

特別損失合計 11 6

税金等調整前四半期純利益 11,209 9,965

法人税、住民税及び事業税 2,356 3,003

法人税等調整額 2,148 94

法人税等合計 4,504 3,097

少数株主損益調整前四半期純利益 6,705 6,867

少数株主利益 927 1,070

四半期純利益 5,777 5,797
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
　至 平成24年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
　至 平成25年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 6,705 6,867

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △369 888

繰延ヘッジ損益 8 △1

為替換算調整勘定 626 8,755

持分法適用会社に対する持分相当額 0 5

その他の包括利益合計 266 9,648

四半期包括利益 6,971 16,516

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,846 14,328

少数株主に係る四半期包括利益 1,124 2,187
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【会計方針の変更等】

　
当第３四半期連結累計期間

(自 平成24年12月１日 至 平成25年８月31日)

（減価償却方法の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年12月１日以後に

取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自 平成24年12月１日 至 平成25年８月31日)

税金費用の計算 一部の連結子会社は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算する方法を採用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 １ 受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度

(平成24年11月30日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年８月31日)

受取手形裏書譲渡高 40百万円 47百万円

　

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。
　

　
前連結会計年度

(平成24年11月30日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年８月31日)

受取手形 －百万円 57百万円

支払手形 －百万円 28百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、

のれんの償却額及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。
　

　
前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
至 平成24年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
至 平成25年８月31日)

減価償却費 4,115百万円 4,938百万円

のれんの償却額 87百万円 74百万円

負ののれんの償却額 △13百万円 △65百万円

(注)のれんの四半期連結損益計算書計上額は、のれん及び負ののれんの償却額を相殺して表示しています。
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成23年12月１日 至 平成24年８月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年２月18日
定時株主総会

普通株式 1,139 12 平成23年11月30日 平成24年２月20日 利益剰余金

平成24年７月３日
取締役会

普通株式 949 10 平成24年５月31日 平成24年７月30日 利益剰余金

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成24年12月１日 至 平成25年８月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年２月23日
定時株主総会

普通株式 1,234 13 平成24年11月30日 平成25年２月25日 利益剰余金

平成25年７月９日
取締役会

普通株式 949 10 平成25年５月31日 平成25年７月29日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成23年12月１日 至 平成24年８月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２日本 米州 欧州 アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 33,906 10,099 5,045 15,181 64,233 － 64,233

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

11,138 150 17 795 12,101 △12,101 －

計 45,045 10,249 5,063 15,977 76,335 △12,101 64,233

セグメント利益 6,393 1,166 656 3,453 11,670 △343 11,326

（注）１ 調整額は、セグメント間取引消去によるものです。

 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成24年12月１日 至 平成25年８月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２日本 米州 欧州 アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 30,419 11,796 5,712 16,409 64,338 － 64,338

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

10,116 130 17 951 11,215 △11,215 －

計 40,535 11,927 5,730 17,361 75,554 △11,215 64,338

セグメント利益 4,682 1,138 579 3,155 9,555 △611 8,944

（注）１ 調整額は、セグメント間取引消去によるものです。

 ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

(減価償却方法の変更)

「会計方針の変更等」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四

半期連結会計期間より、平成24年12月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法

に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる当第３四半期連結累計期間の日本のセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年12月１日
至 平成24年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
至 平成25年８月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 60円84銭 61円05銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 5,777 5,797

   普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 5,777 5,797

   普通株式の期中平均株式数(千株) 94,966 94,964

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 57円79銭 55円70銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(百万円) － －

   普通株式増加数(千株) 5,013 9,129

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

　

２ 【その他】

第101期（平成24年12月１日から平成25年11月30日まで）中間配当について、次のとおり取締役会にお

いて決議しました。

①決議年月日                           平成25年７月９日

②配当金の総額                                949百万円

③１株当たり配当額                             10円00銭
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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平成25年10月８日

取締役会 御中 　

有限責任監査法人 トーマツ 　

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   大   橋   英   之   印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   古   田         博   印

独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

オーエスジー株式会社

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている
オーエスジー株式会社の平成24年12月１日から平成25年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計
期間(平成25年６月１日から平成25年８月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年12月１日から平
成25年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オーエスジー株式会社及び連結子会社の平
成25年８月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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